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支　　　　出

8,974,850,000 0 0 0 0 8,974,850,000

8,803,957,000 0 0 0 0 8,803,957,000

136,762,000 0 0 0 0 136,762,000

32,131,000 0 1,793,000 0 0 33,924,000

2,000,000 0 △ 1,793,000 0 0 207,000

予備費
支出額

流　 用
増減額

小　　　計

　　予　　   　　算   　　　　額

地方公営企業
法 第 24 条 第 ３
項 の 規 定 に
よ る 支 出 額

　　第４項　予　   備　   費

区　　　　分
当初予算額 補正予算額

第１款　病 院 事 業 費 用

　　第１項　医  業   費  用

　　第２項　医 業 外 費 用

　　第３項　特  別   損  失

収　　　　入

8,978,360,000 0 0

8,248,330,000 0 0

729,728,000 0 0

302,000 0 0

第１款　病 院 事 業 収 益

区　　　　分
当初予算額 補正予算額

地方公営企業法第24条
第 ３ 項 の 規 定 に よ る
支出額に係る財源充当額

　　第３項　特  別   利  益

（１）　収益的収入及び支出

平成30年度三次市

予　       　算       　　額

　　第１項　医  業   収  益

　　第２項　医 業 外 収 益
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( 単位 ： 円 ）

仮払消費税及び地方消費税

0 8,974,850,000 8,720,810,962 0 254,039,038 273,351,379

0 8,803,957,000 8,530,645,537 0 273,311,463 273,351,379

0 136,762,000 135,305,807 0 1,456,193 0

0 33,924,000 54,859,618 0 △ 20,935,618 0

0 207,000 0 0 207,000 0

地方公営企業
法第2６条第２
項 の 規 定 に
よ る 繰 越 額

不　用　額 備　　　　考
合　　　　計

決　　算　　額地方公営企業
法第2６条第２
項 の 規 定 に
よ る 繰 越 額

( 単位 : 円 ）

仮受消費税及び地方消費税

8,978,360,000 8,811,502,519 △ 166,857,481 27,919,142

8,248,330,000 8,103,410,176 △ 144,919,824 25,047,279

729,728,000 688,103,466 △ 41,624,534 2,871,863

302,000 19,988,877 19,686,877 0

予算額に比べ
決算額の増減

備         考
合　　　　計

決　　算　　額

病院事業決算報告書
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（２）　資本的収入及び支出

収　　　入

292,001,000 0 292,001,000 0

281,200,000 0 281,200,000 0

10,800,000 0 10,800,000 0

1,000 0 1,000 0

予  　　   　　算　     　　　額

補正予算額

地方公営企業法
第26条の規定に
よる繰越額に係る
財 源 充 当 額

　　第４項　長期貸付金

　　第２項　補 　助　 金

第１款　資 本 的 収 入

　　第１項　企 　業 　債

小　　　　計
区　　　　分

当初予算額

支　　　出

1,162,578,000 0 0 0 1,162,578,000 0 0

300,000,000 0 0 0 300,000,000 0 0

549,578,000 0 67,000 0 549,645,000 0 0

300,000,000 0 0 0 300,000,000 0 0

12,000,000 0 0 0 12,000,000 0 0

1,000,000 0 △ 67,000 0 933,000 0 0
　　第５項　予　 備 　費

区　　　　分
当初予算額 補正予算額

第１款　資 本 的 支 出

　　第１項　建設改良費

　　第２項　企業債償還金

小　　　計

予　　   　　算　　   　　額

　　第４項　長期貸付金

継続費
逓 次
繰越額

　　第３項　投資有価証券

資本的収入額が資本的支出額に不足する額868,657,772円は，過年度分損益勘定留保資金867,715,940円，

予 備 費
支 出 額

地 方 公 営 企
業 法 第 26 条
の 規 定 に よ
る 繰 越 額

流 用
増 減 額
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( 単位 ： 円 ）

仮受消費税及び地方消費税

0 292,001,000 277,185,000 △ 14,816,000 0

0 281,200,000 268,900,000 △ 12,300,000 0

0 10,800,000 8,100,000 △ 2,700,000 0

0 1,000 185,000 184,000 0

決　　算　　額
予算額に比べ
決算額の増減

備　   　　　考
合　　　　計

継続費逓次繰越額
に係る財源充当額

( 単位 ： 円 ）

仮払消費税及び地方消費税

1,162,578,000 1,145,842,772 0 0 0 16,735,228 21,530,602

300,000,000 291,398,428 0 0 0 8,601,572 21,530,602

549,645,000 549,644,344 0 0 0 656 0

300,000,000 300,000,000 0 0 0 0 0

12,000,000 4,800,000 0 0 0 7,200,000 0

933,000 0 0 0 0 933,000 0

備　　　　考

翌年度繰越額

地方公営企業
法第26条の規
定による繰越額

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額941,832円で補てんした。

継続費
逓 次
繰越額

合　　計
決　　算　　額 不　用　額

合　　　　計
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平成30年度三次市

（平成30年4月1日から

1

(1) 入 院 収 益 4,973,400,313

(2) 外 来 収 益 2,724,172,115

(3) そ の 他 医 業 収 益 380,790,469 8,078,362,897

2

(1) 給 与 費 4,279,129,898

(2) 材 料 費 2,152,688,256

(3) 経 費 1,225,370,261

(4) 減 価 償 却 費 543,693,344

(5) 資 産 減 耗 費 4,018,105

(6) 研 究 研 修 費 52,420,347 8,257,320,211

医 業 利 益 △ 178,957,314

3

(1) 受 取 利 息 配 当 金 36,370,226

(2) 補 助 金 71,452,228

(3) 負 担 金 交 付 金 327,108,000

(4) 長 期 前 受 金 戻 入 214,399,845

(5) そ の 他 医 業 外 収 益 35,901,304

(6) 雑 収 益 33,644 685,265,247

医 業 収 益

医 業 外 収 益

医 業 費 用
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病院事業損益計算書

平成31年3月31日まで）

（ 単位 ： 円 ）

4

(1)
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

95,280,439

(2) 雑 損 失 4,216,998

(3) 雑 支 出 282,190,030 381,687,467 303,577,780

経 常 利 益 124,620,466

5

(1) 過 年 度 損 益 修 正 益 19,988,877 19,988,877

6

(1) 過 年 度 損 益 修 正 損 15,460,796

(2) そ の 他 特 別 損 失 39,398,822 54,859,618 △ 34,870,741

当 年 度 純 利 益 89,749,725

前年度繰越利益剰余金 1,695,197,202

当年度未処分利益剰余金 1,784,946,927

医 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失
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平成30年度三次市
(平成30年4月1日から

　 　剰　　余　　金

資　本　剰　余　金　

建設改良補助金 焼却炉負担金 他会計補助金

4,784,175,631 115,504,270 852,530 13,980,000

0 0 0 0

議会の議決による処分額 0 0 0 0

減債積立金の積立 0 0 0 0

建設改良積立金の積立 0 0 0 0

4,784,175,631 115,504,270 852,530 13,980,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

4,784,175,631 115,504,270 852,530 13,980,000

平成30年度三次市

区　分 資　本　金

前年度末残高

前年度処分額

処分後残高

当年度変動額

一般会計出資金の受入

当年度純利益

当年度末残高

区　分 資　　本　　金

当年度末残高 4,784,175,631

議会の議決による処分額 0

減債積立金の積立 0

建設改良積立金の積立 0

処分後残高

4,784,175,631
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病院事業剰余金計算書
平成31年3月31日まで)

(単位：円)

資本剰余金合計 減債積立金 未処分利益剰余金 利益剰余金合計

130,336,800 48,355,000 1,695,197,202 1,743,552,202 6,658,064,633

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

(繰越利益剰余金)

130,336,800 48,355,000 1,695,197,202 1,743,552,202 6,658,064,633

0 0 89,749,725 89,749,725 89,749,725

0 0 0 0 0

0 0 89,749,725 89,749,725 89,749,725

(当年度未処分利益剰余金)

130,336,800 48,355,000 1,784,946,927 1,833,301,927 6,747,814,358

病院事業剰余金処分計算書

(単位：円)

資本合計利　益　剰　余　金

1,784,946,927

資本剰余金 未処分利益剰余金

130,336,800 1,784,946,927

0 0

0 0

0 0

(繰越利益剰余金)

130,336,800
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平成30年度三次市

（平成31年

1

(1)

イ 土 地 1,007,515,965

ロ 建 物 6,967,494,573

同 減価償却累計額 △ 3,698,809,972 3,268,684,601

ハ 建 物 附 属 設 備 4,577,692,019

同 減価償却累計額 △ 3,783,193,194 794,498,825

ニ 構 築 物 457,616,137

同 減価償却累計額 △ 395,587,941 62,028,196

ホ 器 械 及 び 備 品 4,096,187,825

同 減価償却累計額 △ 2,971,725,379 1,124,462,446

へ 車 両 運 搬 具 35,576,442

同 減価償却累計額 △ 31,986,680 3,589,762

ト リ ー ス 資 産 39,309,708

同 減価償却累計額 △ 27,558,131 11,751,577

チ 建 設 仮 勘 定 890,000

6,273,421,372

(2)

イ 投 資 有 価 証 券 3,699,328,805

ロ 長 期 定 期 預 金 300,000,000

ハ 長 期 貸 付 金 13,665,000

4,012,993,805

10,286,415,177

2

(1) 2,604,923,471

(2) 1,379,314,938

貸 倒 引 当 金 △ 9,028,000 1,370,286,938

(3) 35,014,965

(4) 1,011,480

4,011,236,854

14,297,652,031

前 払 費 用

貯 蔵 品

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

固 定 資 産 合 計

投資その他の資産合計

有 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産
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病院事業貸借対照表

3月31日）

（ 単位 ： 円 ）

3

イ
建設改良費等の財源に充
て る た め の 企 業 債

2,671,447,462

2,671,447,462

6,189,387

イ 退 職 給 付 引 当 金 1,475,725,976

ロ 修 繕 引 当 金 340,000,000

1,815,725,976

4,493,362,825

4

イ
建設改良費等の財源に充
て る た め の 企 業 債

565,110,714

565,110,714

4,777,994

705,573,108

13,029,328

イ 賞 与 引 当 金 248,142,000

248,142,000

1,536,633,144

5

3,721,028,886

1,519,841,704

7,549,837,673

6 4,784,175,631

7

イ 建 設 改 良 補 助 金 115,504,270

ロ 焼 却 炉 負 担 金 852,530

ハ 他 会 計 補 助 金 13,980,000

130,336,800

イ 減 債 積 立 金 48,355,000

ロ 当年度未処分利益剰余金 1,784,946,927

1,833,301,927

1,963,638,727

6,747,814,358

14,297,652,031

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

(2) 利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計

(1) 資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

剰 余 金

負 債 合 計

資 本 の 部
資 本 金

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

(4) 預 り 金

繰 延 収 益 合 計

(5) 引 当 金

引 当 金 合 計

流 動 負 債 合 計

(1) 企 業 債

企 業 債 合 計

(2) リ ー ス 債 務

(3) 未 払 金

リ ー ス 債 務

(3) 引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

△ 2,201,187,182

負 債 の 部

固 定 負 債

(1) 企 業 債

企 業 債 合 計

(2)
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重要な会計方針に係る事項

資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法

・ 満期保有目的債券　　償却原価法（定額法）

たな卸資産の評価基準及び評価方法

・

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く。）

・ 減価償却の方法

定額法

・ 主な耐用年数

建物

建物附属設備

構築物

器械及び備品

車両運搬具

リース資産

・ 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし，残存価額を零とする定額法を採用している。リース期間を耐用年数とし，残存価額を零とする定額法を採用している。

　なお，リース取引開始日が平成26年3月31日以前のリース取引については，引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

引当金の計上方法

退職給付引当金

・

賞与引当金

・

貸倒引当金

・

修繕引当金

・ 平成26年3月31日以前に引き当てられたものについては，引き続き従前の例により取り
崩すこととしている。

⑶

①

職員の退職手当の支給に備えるため，当事業年度末における退職手当の要支給額
に相当する金額を計上している。
なお，会計基準変更時差異（159,150,000円）については，平成26年度から5年にわた
り均等額を費用処理している。
事務職員の退職手当は，一般会計がその全部を負担することとなっているため，退職
給付引当金は計上していない。
（なお，一般会計が負担すると見込まれる額は158,530,862円）

②
職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びそれらに係る法定福利費の支出に備えるた
め，当年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。

③

年

６ ～

５ ～ ６

なお，リース取引開始日が平成26年3月31日以前のリース取引については，引き続き
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

４０ 年

④

②

債権の不納欠損による損失に備えるため，貸倒実績率等により回収不能見込額を計上
している。

平成３０年度三次市病院事業注記表

年

１８ ～ ４７ 年

４ ～ ２０ 年

貯蔵品　　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

⑵

①

～

1

⑴

①

②

４ １８
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減損損失について

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

キャッシュ・フロー計算書関連

重要な非資金取引

その他の注記

退職給付引当金の目的使用による取り崩しについて

賞与引当金の目的使用による取り崩しについて

②　減損損失の認識及び測定
　①に記載のとおり，無償で移管することから，帳簿価額（7,568,822円）を全額減額し，当該
金額を減損損失とした。

土地
三次市東酒屋町字敦盛10513番12

三次市東酒屋町字敦盛10533番8

上記資産については,未利用状態が継続していたことから，当年度において三次市一般会
計に無償で移管することとした。

未利用地

⑷

①　減損の兆候

当年度において，次の資産について減損の兆候を認識した。

用途 資産の種類 場所

2

当事業年度に新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額は，それぞれ
4,933,804円及び5,329,924円である。

⑴

⑵

3

当年度において，退職手当を支給するため，退職給付引当金103,357,841円を取り崩した。

当年度において，期末手当及び勤勉手当及びそれらに係る法定福利費を支給するため，
賞与引当金229,305,403円を取り崩した。

⑸
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